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被
災
し
た
集
会
所
・
生
活
会
館
に
つ
い
て

富
里
・
高
丘
自
治
会

意□
被
災
し
た
集
会
所
や
生
活
会
館
の
再
建
は

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。

答□
北
部
３
地
区
（
富
里
・
高
丘
・
吉
野
）
で

共
用
で
き
る
１
次
避
難
所
の
機
能
を
備
え

た
集
会
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
間

の
合
意
が
得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
建
設
の
準

備
を
進
行
中
で
す
。
建
設
場
所
は
、
富
里

地
区
の
高
台
を
予
定
し
、
で
き
る
限
り
早

い
時
期
の
完
成
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

仮
設
住
宅
の
今
後
に
つ
い
て高

丘
自
治
会

意□
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
期
限
が
迫
っ
て
い

る
が
、
入
居
者
の
恒
久
的
住
宅
確
保
に
つ

い
て
の
見
通
し
は
。

答□
応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
期
間
の
期
限
ま
で

に
災
害
公
営
住
宅
、
公
営
住
宅
な
ど
を
建

設
し
、
ま
た
、
既
存
の
町
営
住
宅
の
活
用

を
図
り
、
自
力
に
よ
る
住
宅
再
建
が
困
難

な
方
々
が
、
恒
久
的
な
住
ま
い
を
確
保
で

き
る
よ
う
最
善
を
尽
く
し
ま
す
。
定
期
的

に「
住
ま
い
の
再
建
相
談
会
」を
開
催
し
、

住
宅
再
建
に
つ
い
て
の
対
応
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、北
部
地
域
に
お
い
て
は
、

「
集
落
支
援
員
」
を
配
置
し
、被
災
者
個
々

の
状
況
を
把
握
し
、
き
め
細
か
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
行
っ
て
い
ま

す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
てルー

ラ
ル
自
治
会

意□
地
域
公
共
交
通
（
め
ぐ
る
く
ん
や
タ
ク
シ

ー
な
ど
）
が
非
常
に
不
便
で
あ
る
。
対
策

し
て
ほ
し
い
。

答□
地
域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
編
、

充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
来
年
度
に

地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
今
年
度
は
、
住
民
ニ
ー
ズ
や
課

題
を
把
握
す
る
た
め
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

や
聞
き
取
り
調
査
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
新
た
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に

向
け
、
交
通
事
業
者
と
の
協
議
を
開
始
し

ま
す
。

太
陽
光
発
電
施
設
に
つ
い
て

ル
ー
ラ
ル
自
治
会

意□
ル
ー
ラ
ル
地
区
の
宅
地
に
突
然
、
太
陽
光

発
電
施
設
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
町
と

し
て
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

ル
ー
ラ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
発
電
所
に
な
っ

て
は
し
ま
わ
な
い
か
心
配
だ
。

答□
ル
ー
ラ
ル
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
地
区
は
、
自
然

の
中
の
住
宅
地
と
し
て
造
成
し
た
経
緯
が

あ
り
、
今
後
も
良
好
な
住
環
境
を
保
全
し

て
い
く
考
え
で
い
ま
す
が
、現
行
の
法
令
、

条
例
、
地
区
計
画
等
で
は
、
太
陽
光
発
電

施
設
の
建
設
を
規
制
で
き
な
い
た
め
、
新

た
な
ル
ー
ル
を
策
定
し
、
こ
の
中
で
両
地

区
を
規
制
す
る
予
定
で
す
。
そ
れ
以
外
の

地
域
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

と
い
う
情
勢
の
流
れ
と
逆
行
し
な
い
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
増
設
に
つ
い
て

上
厚
真
自
治
会

意□
上
厚
真
き
ら
り
タ
ウ
ン
は
、
子
育
て
世
帯

が
多
い
の
で
、
お
む
つ
ゴ
ミ
が
大
量
に
あ

る
。
ゴ
ミ
箱
増
設
か
お
む
つ
専
用
の
入
れ

物
が
ほ
し
い
。

答□
今
年
度
は
、
公
営
住
宅
の
建
設
に
伴
い
上

厚
真
き
ら
り
タ
ウ
ン
内
に
１
基
増
設
し
ま

す
。
ま
た
、
自
治
会
で
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
増
設
は
可
能
で
す
。
設
置
経
費
は
自

治
会
負
担
で
、
町
が
２
分
の
１
を
補
助
し

ま
す
。住
民
課
町
民
生
活
グ
ル
ー
プ
ま
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

街
灯
・
防
犯
灯
の
設
置
に
つ
い
て

上
厚
真
・
共
和
自
治
会

意□
通
学
路
や
生
活
路
で
暗
い
場
所
が
あ
る
。

子
ど
も
や
高
齢
者
へ
の
安
全
対
策
の
た
め

に
街
灯
・
防
犯
灯
を
設
置
し
て
ほ
し
い
。

答□
要
望
い
た
だ
い
た
場
所
は
確
認
し
、
防
犯

灯
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
ほ
か
に
、
暗
い

部
分
が
あ
り
設
置
が
必
要
な
場
所
が
あ
れ

ば
、
現
状
の
確
認
を
進
め
設
置
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

旧
軽
舞
小
学
校
の
利
用
状
況
と
今
後
の

活
用
方
法
に
つ
い
て

軽
舞
自
治
会

意□
旧
軽
舞
小
学
校
の
利
用
状
況
と
今
後
の
活

用
方
法
は
。

答□
旧
軽
舞
小
学
校
の
校
舎
は
、
平
成
24
年
か

ら
遺
跡
調
査
整
理
事
務
所
と
し
て
町
教
育

委
員
会
が
管
理
し
、
翌
年
か
ら
は
郷
土
資

料
の
保
管
・
展
示
も
行
っ
て
い
ま
す
。
触

っ
て
体
験
で
き
る
資
料
館
と
し
て
来
館
者

も
年
々
増
加
し
て
お
り
、
平
成
30
年
度
は

延
べ
７
０
０
人
ほ
ど
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。
町
外
か
ら
の
視
察
も
多
く
、
今
後
も

町
な
ら
で
は
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に
伝

え
る
拠
点
施
設
の
一
つ
と
し
て
、
さ
ら
な

る
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

昨
年
11
月
か
ら
今
年
２
月
に
か
け
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
声
を
生
で
お
聞
き
す
る
「
町
政
懇
談
会
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
団
体
や
自
治
会
な
ど
９
カ
所
で
町

長
を
は
じ
め
町
職
員
と
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
懇
談
会
を
開
催
し
て
い
な
い
５
自
治
会
か
ら

も
書
面
で
意
見
が
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
会
場
や

書
面
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
事
項
を
紹
介
し
ま
す
。

意□
…
団
体
・
自
治
会
の
意
見
　
答□
…
町
の
回
答

町
政

懇
談
会

町には３棟の「サテライトオフィス」があります。情報通
信技術を活用した柔軟な働き方の一つで、企業の本社や本拠
地から離れた小規模事務所です。
平成29年度までに、週単位でも利用可能な「お試しサテ

ライトオフィス」（新町、２棟）と、１棟を複数で共有する
「シェアサテライトオフィス」（上厚真）を整備しました。新
たな人の流れを生み、起業化などを支援しています。今回は、
シェアサテライトオフィスの利用者の声を紹介します。

千文舎
斉
さい
藤
とう
千
ち
佳
か
さん（40歳）

株式会社カナデン（東京都）
森
もり
田
た
啓
ひろ
資
し
さん（36歳）

株式会社hope for
三
み
浦
うら
卓
たく
也
や
さん（44歳）

株式会社あつマッシュ
田
た
中
なか
正
まさ
己
み
さん（50歳）

コンテンツライターと呼ば
れ、キャラクターのセリフを
創作し、商品の紹介や地域情
報誌への執筆など編集の仕事をしています。
札幌市出身で、高校教諭から編集系の民間企業に

転職し、平成29年１月に白老町で自宅兼事務所を構
えて独立しました。ですが、事務所兼用だと、公私
の切り替えが難しくて。職住分離のため、昨年11
月にむかわ町に引っ越すのと同時に車通勤できる
「シェアサテライトオフィス」の利用を決めました。
デスクスペースを借りて、週５日出勤しています。

仕事の依頼主と、メールや電話で連絡を取り、原
稿を書いています。
静かな環境の中で、仕事に集中できるのが魅力

で、充実しています。町民の皆さんと、なかなか
接点はありませんが、職場環境を提供していただ
いている皆さんには、感謝しています。

神戸市の大手通販会社に勤めな
がら、投資などを行う「h

ホ ー プ

ope f
フォー

or」
を運営しています。

この春、地域おこし企業人の３年の任期を終えました。
家財道具を残して一度、神戸市に戻り、北海道と新た
な事業を立ち上げる予定でした。新型コロナウイルス
感染症の影響で外出自粛になり、神戸の自宅で、リモー
トワーク漬けでした。
やっと厚真町に戻ったのは、約２カ月ぶりの６月

17日。あいさつ回りをした時、皆さんに「お帰り」っ
て声を掛けられました。張りつめていた心が和らぎ、
改めて厚真町は心を整える大切な場所だと再認識し
ました。
住宅の新築や改修工事などを見て、この２カ月で

再建が進んでいると実感しました。月に１度ぐらい
は事務所に顔を出し、今後も町に貢献したいと思っ
ています。

製造業を中心に監視カメラシステムや自動化のロ
ボットシステムなどを提供するエレクトロニクス技術
商社で、東京本社兼北海道地区の営業を担当していま
す。
山口県下関市出身で、大学卒業後に就職しました。

振り出しの九州支店（北九州市）から東京本社に異動
し、北海道に出張していました。苫小牧市や室蘭市を
中心に顧客が拡大し、営業拠点としてサテライトオフィ
スを利用することになりました。民間の事務所より賃
料が安く、新千歳空港や取引先に近いこと、インターネッ
ト環境が整っていたのが決め手です。昨年11月に契約
しました。
新型コロナウイルス感染症の影響で、３月以降は在宅

勤務が続いています。いつ、利用が再開できるのか分か
りません。滞在は、いつも短時間で
すが、機会があれば厚真町のイベン
トなどにも参加させていただき、地
域とも交流したいと思っています。

女性専用のフィットネスクラブや介護支援事業
などに取り組む会社に勤め、新たな地域活性化事業
として農業分野の「株式会社あつマッシュ」を立ち
上げました。霊芝栽培を通じながら、胆振東部地震
の復興に向けた地域の課題にも取り組み、雇用の創
出や交流人口の拡大につなげたいと考えています。
平成７年１月の阪神淡路大震災の経験しました。

同じ被災者という思いで、復興の役に立ちたいと地
域おこし企業人を希望しました。
大型連休明けに移り住み、朝日地区に畑を借りて、

試験栽培を始めました。自然が豊かで、親切な人が多
く、みなさんに感謝しています。また、サテライトオ
フィスでは、本社の事務仕事もこなしています。1カ
月のうち、半分農業で半分は事務仕事という感じでしょ
うか。日々、楽しく過ごしています。時間はかかりま

すが、少しでも地域の役に立
ちたいと思っています。

サテライトオフィス
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軽舞自治会での町政懇談会の様子




